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千代田区教育委員会
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玄 中等教育学校開設に向けて ］ 
玄 学校はどう変わ ったか （第2回） ！ 

-2年目 を迎えた新学習指導要領―|

合 千代田と岡山がともに創る i 

ブロードバンド・スクール 1 

ー·—·—·—·—·—·—·」
＊ 夏休みの思い出

長い梅雨が明け、久しぶリの快睛で

穏やかな保田の海を思う存分泳ぎま

した。

参加した1年生96名中21名が、約2km

の遠泳を達成しました。
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一

平頂18年良開設！

そ：：が10りたい中等教自学殷

中等教ガ学校の闊設に府け実践校に学ぶ

，，，“-＂教ガについて仇設l!II会を闊催しました
ヽ 4

／ 
Q授業時間数やカリキュラムはどのようになりますか？

A 中学校部分にあたる前期課程では、基礎 ・基本の確実な定着のため、5教科に重点を置い

たカリキュラムを編成する予定です。

高校部分にあたる後期課程では、単位制を採用し、生徒が自分の希望や目的に応じて、

自分にあった時間割を組みます。また、大学や企業等との連携など千代田区の地域特性

をカリキュラム編成に生かしていきます。

Q学習の進め方はどうなるのでしょうか？

A 正規の授業の他に、放課後や土曜日などに補習 ・補講などを行い、きめ細かい指導を行

います。

また、到達度テス トも行い、生徒一人ひとりの学力について把握し、目標に達するまで

何度でも学習指導します。

Q入学者の選考時期とその方法は？

A 現段階では決定しておりませんが、平成17年春ごろに募集要項を発表します。

選考時期は平成18年2月初旬を考えています。

選考の方法は、作文 ・適性検査・面接等を考えています。

Q私立中学校や都立の中高一貫教育校との併願はできるのでしょうか？

A 選考の貝体的な日時は検討中ですが、重複しなければ併願は可能です。

Q現在の小学校5•6年生は、とういう選択ができるのでしょうか？

A 現在の小学校5・6年生で、平成18年4月の開校時点において中等教育学校への編入を希

望する場合は、九段中学校を選択し入学する必要があります。

なお、中等教育学校では、高校受験を目的とした指導は行いませんから、高校受験を希

望する場合は、学校選択の際に十分留意して下さい。

Q 16年度の九段中の希望者が、多くなった場合はどうなるのでしょうか？

A 施設面での収容限度があるため、入学は区民優先とし、必要に応じて公開抽選を行います。

Q匹加囀謂等効特色としてあけているキャリア即比は、どういうものですか？

A キャリア教育とは 「進路学習」のことです。子どもたちが、働く意義や目的を探求する

ことを通じて、自分の個性や適性を理解し、主体的に進路を選択する力を育てていく教

育です。

また、今、自分はなぜ勉強するのかという、「学び」の意義をしっかりと自覚してもらいます。

そのために、保護者や地域、企業と連携しながら体験的な学習を積極的に行っていきます。

7月9日、千代田区公会堂で中高一貫教育についての説明会を開催いたしました。

当日は、中高一貫教育を実践している学校の関係者を講師に招き、中高一貫ならではのカリ

キュラムの特色や、各校の様々な取り組みについてお話をいただきました。
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東京大学教育学部附属中等教育学校

副校長草川剛人

本校の教育目標は「未来にひらく自己の確立」です。

生徒が6年間の一貫教育の中で、「多くの友達 、先生

との交流を通して成長し 、自分のやリたいことを見つ

け、自らの進路を決めることができる」よう 、カリ キ

ュラムを組んでいます。そのために、例えば総合学習

の中で「大地震の中でも生き抜いていける力」を身に

つけられるような学習も行っています。

一貫校の良さは中学生と高校生が交流を通し 、お互

い成長できること、一緒に授業をする中で上級生が責

任感を持つようになリ、自信をつけたことです。

東大附属では自分でテーマを決め 、調べ、 1年半かけ

て誦文や作品を完成できるように数育をしています。

また 、生徒が郎活動で学ぶことも大切なこととしてカ

を入れています。卒業生たちは 、6年商の「学び」を生

かして、大学さらに社会で 、目標を持って活動してい

ます。

中学時代と高校時代は川に例えれば激流の時期 、こ

の時期をゆったリ過ごせ 、いろいろなことができるの

は一貫校の強みです。

大妻中学・高等学校

校長岡谷恭子

創立者の理念である 、生徒が自分達の将来について

色々な夢を持たせて実現させるという教育を行ってい

ます。

そのための勉強に興味や関心を持ち 、かつ趣味やス

ポーツも楽しみます。また 、事柄の善し悪しもきちん

と判断できる、「自主自律の精神」を持った生徒を育成

する教育を実践してきました。

このため、 6年一貫を生かし、名教科では興味• 関

心が持てるよう様々な工夫をしています。

授業についていかれない生徒のためには補習授業を

行い、確かな学力を養成しています。

スポーツで気持ちをリ フレッシュし体力も養います。

美術で情操教育 、道徳教育での茶道やボランティア活

動等により人間教育にも力を入れています。大学への

進学実績でも大きな成果が上がっています。

こうした6年間の学校生活の中で生徒は生き生きと

楽しい学校生活を送リながら自分の夢を実現するため

に頑張っています。

公文国際学園（中等部 ・高等部）

日本公文教育研究会伊藤博行

本校は6年制の一貫校であり 、校風は 「自主自律」 、

校則も制服もありません。

全て生徒に任せるというのがモットーです。中学生

世代と高校生世代が自由に交流し 、自然に社会性を身

につけていきます。公文式の学習では放課後 、中学生

と高校生が机を並べ、 切磋琢磨しながら学習していま

す。勉強でも6年間の連続した計画に基づいてできるの

が一貫校の良さです。

多くの親の願いは 、子どもを立派な人間として育て

ることです。それは 「少しでも高い教養や高い学力を

つけてほしい、無理なく、 楽しく、 部活もし 、友達も

たくさんつくっ て、色々な本を読み 、コンピューター

もする」ということだと思います。

私は 、我が子を2人、この一貫校に入れましたが、

何倍も人間が大きくなリ、幅広く成長しました。

本校では自主自律の「生きる力」を支えるために自

学自習による「高い基礎学力 （読解カ ・数学的分析

カ・論理的思考力の三つの力を総合したもの）」を身に

つけられる教育を行なっています。このため卒業生は、

大学に行っても目標を持って、しっかリ勉強をしてい

ます。
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一
橋
中
学
校
で
は
、
夢
育
・
知
育
・
徳

育
・
体
育
を
柱
と
し
特
色
あ
る
教
育
を
、
人

と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
ま
す
。

夢
育

◇
感
動
体
験
学
習

各
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
人
を
講
師
に

招
き
、
ふ
れ
あ
い
体

験
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
講
師
の
夢

あ
ふ
れ
る
体
験
や
生

一

き
方
に
感
動
し
、
夢

p.
、•

一

を
は
ぐ
く
む
機
会
と

な
る
よ
う
願
っ
て
い

・

ま
す
。

◇
国
際
交
流

イ
ン
ド
の
ス
リ
ラ
ム
ス
ク
ー
ル
（
中
学
校
）

と
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
神
保
町
に
あ
る
イ

ン
ド
セ
ン
タ
ー
の
支
援
も
あ
り
楽
し
い
交
流

を
進
め
て
い
ま
す
。

麹

町

中

学

校

伝
統
と
新
た
な
取
り
組
み

創
立
五
十
七
年

H
の
伝
統
あ
る
麹
町
中
学
校

も
常
に
新
た
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
語
・
数
学
・
英
語
に
お
け
る

少
人
数
習
熟
度
別
授
業

全
学
年
で
三
教
科
の
授
業
を
年
間
を
通
じ

て
少
人
数
習
熟
度
別
の
編
成
で
行
っ
て
い
ま

す
。

コ
ー
ス

は
基
礎
・
定

・ニ

1
"
r

着
•
発
展
の

三
コ
ー
ス
で

原
則
と
し
て

生
徒
・
保
護

n

.

e .

者
の
希
望
選

・

択
と
な
っ
て

，．

'
-

い
ま
す
。

生
徒
の
習

l
-

熟
度
に
合
わ

せ
て
少
人
数
で
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

7
割
以
上
の
生
徒
が

「以
前
よ
り
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
多
様
性
に
応
じ
た
選
択
教
科

選
択
教
科
は
、
各
学
年
と
も
上
限
に
近
い

時
間
数
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

一
週
間
で
、
1
年
生
は
後
期
に
2
時
間
、

2
年
生
は
前
期
2
時
間
、
後
期
3
時
間
、
3

年
生
は
通
年
で
4
時
間
、
九
教
科
か
ら
自
分

で
学
習
し
た
い
教
科
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

橋

中

学

校

u
 

〈数学科少人数習熟度別授業〉

地
域
と
の

連
携
・
交
流

年
間
6
回
の
授

業
参
観
や
運
動
会

な

ど

の

学

校

行

事
、
総
合
的
な
学

習
の
発
表
会
な
ど

の
学
年
行
事
を
広

く
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
総
合
的
な
学
習
の

一
環
で
行
わ
れ
る

職
業
体
験
で
は
、
麹
町
警
察
署
や
幼
稚
園
、

T
V
局
、
大
使
館
、
造
園
・
営
林
、
港
湾
浚

渫
な
ど
多
様
な
事
業
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
記
念
講
演
会

二
十
年
以
上
続
い
て
い
る
記
念
講
演
会
で

は
各
界
の
著
名
人
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
三
遊
亭
金
馬
さ
ん
や
野
村
萬

作
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た

学
校
行
事

生
徒
が
中
心
に
な
っ
て
学
校
行
事
が
創
ら

↑ 
3年選択理科
（電池の実験）

← 2年職業体験
発表会

知
育

◇
授
業
時
数
の
確
保

一
コ
マ
四
十
五
分
授
業
で
週
三
十
二
時
間

（
火
・
木
は
7
時
間
授
業
）
実
施
し
て
い
ま

す
。
全
学
級
が
チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
授
業
を

始
め
、
時
間
を
大
切
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

◇
大
学
生
が
先
生

放
課
後
や
土
曜
日
に
大
学
生
を
指
導
者
と

し
て
基
礎
学
力
の
定

着

•
発
展
学
習

（数

学
・
英
語
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
情
報
教
育
の
推
進

一

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

一
活
用
し
た
授
業
の
推

進
と
と
も
に
、
情
報

教
育
部
を
中
心
と
し

｀
て
、
生
徒
と
教
師
の

共
同
作
業
で
学
校
生

活
の
ビ
デ
オ
制
作
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

徳
育

◇
感
動
あ
ふ
れ
る
学
校
行
事

宿
泊
行
事
、
運
動
会
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

等
各
種
の
行
事
を
生
徒
と
教
師
が
一
丸
と
な

ま
た
、

学
習
内
容
は
選
択
し
た
生
徒
自
身
が
、

担
当
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
決
定

し
て
い
ま
す
。

っ
て
企
画
・
運
営
し
ま
す
。
合
い

言
葉
は

「行
事
に
燃
え
る

一
橋
中
」
で
す
。

◇
積
極
的
な
地
域
交
流

地
域
の
祭
や
各
種
行
事
に
吹
奏
楽
部
を
始

め
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
方
と
の
ふ
れ

あ
い
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

◇
ゆ
と
り
談
話
室

放
課
後
、
同
窓
会

等
の
方
が
手
芸
•
読

書

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
茶
道
等
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
「
ゆ
と
り
談
話
室
」
を
設
け
て
い

ま
す
。

自
由
参
加
で
あ
り
、
自
分
の
時
間
と
し
て

人
生
の
先
輩
と
共
に
自
由
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

体
育

◇
活
発
な
運
動
部
活
動

水
泳
・
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
サ

ッ
カ
ー
・
剣
道
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

ゞ
、
ド
ミ
ン
ト
ン

J
 

等
、
熱
心
な
指
導

に
よ
り
楽
し
く
活

動
し
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

練

成

中

学

校

自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち

主
体
的
に
学
習
す
る
生
徒
の
育
成

楽
し
く
分
か
る
授
業

数
学
は
各
学
年
と
も
二
学
級
を

3
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
少
人
数
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
基
礎
コ
ー
ス
は
十
名
程
の
少
人
数
で
、

先
生
が
生
徒
の
学
習
状
態
に
応
じ
て
細
や
か

に
指
導
し
ま
す
。
発
展
・
応
用
コ
ー
ス
で
は

意
欲
的
に
学
習
を
進
め
ま
す
。
数
学
を
好
き

]

]

]

]匹

基
礎
・
応
用
・
補
充
や
実
技
教
科
の
創
作

等
9
つ
の
選
択
コ
ー
ス
を
開
設
。
土
曜
日
に

自
分
の
や
り
た
い
学
習
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で

先
生
に
相
談
し
な
が
ら
学
習
で
き
ま
す
。

自
分
が
好
き
に
な
れ
る
学
校
づ
く
り

活
気
あ
る
生
徒
活
動
を
通
し
て

よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
創
る

,,,, 

＋代1Uい上 一橋中学校
， 

............................................米

運動会

米

学
校
は
ど
う
套
わ
っ
た
か
（
第
一

一回）
釦
闘
闘
駐

前
号
の
「
か
け
は
し
」
で
学
校
完
全
週
5
日
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
2
年

H
を
迎
え
、

区

内
の
各
学
校
で
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の

「生
き
る
力
」
を
育
て
よ
う

と
い
う
様
々
な
試
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
中
学
校
の
学
校
選
択
制
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
前
号
に
続
き
中
学
校
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
開
府
四

0
0年
記
念
事
業

千
代
田
シ
テ
ィ
ア
ー
ト
ニ

0
0三

に
区
内
8
小

学

校

の

作

品

を

展

示

~

8

月
2
1
日
か
ら
2
5
日
ま
で
、
飯
田
橋
の
ア

~
イ
ガ
ー
デ
ン
エ
ア
で
開
催
さ
れ
た
千
代
田
シ

~

テ
ィ

ア
ー
ト

ニ
0
0
三
に
区
立
小
学
校
8

校

~

の
児
童
た
ち
が
作
成
し
た

立
体
和
紙
作
品

~
「
こ
だ
ま
」
が
展
示
さ
れ
ま
し
た

。

~

風
船
を
型
に
和
紙
の
原
料
を
貼
り
付
け
て

i
作

っ
た
灯
ろ
う
が
、

「
こ
だ
ま
の
森
」
と
題
し

て
写
真
の
よ
う
に
、
き
れ
い
に
点
灯
さ
れ
ま

し
た
。

米

れ
て
い
き
ま
す
。

運
動
会
で
は

三

年
生
が
中
心
と
な

っ
て
組
体
操
や
創

作
ダ
ン
ス
を
創
り

U

ま
す
。
練
成
祭
で

口

は
時
間
を
か
け
て

ロ

学
年
劇
を
創
作
し

一

ぃ

｀

心

i

助
け
合
い
、
思
い
や
り
の
心
等
を
学
び
は
ぐ

く
み
ま
す
。
や
り
終
え
た
後
に
は
生
徒
同
士

や
先
生
と
の
深
い
信
頼
感
、

一
体
感
が
築
か

れ
、
充
実
感
と
満
足
感
を
味
わ
い
そ
し
て
次

の
活
動
へ
の
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

奉
仕
活
動

学
校
が
き
れ
い
で
す
。
廊
下
、
教
室
、
図

書
室
、
掲
示
物
等
自
分
の
生
活
の
基
盤
と
し

て
学
校
を
大
切
に
思
い
、
教
育
環
境
を
整
え

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
練
成
中
で
は

以
前
よ
り
積
極
的
に
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
こ
の

二
、
三
年
地
域
清
掃

や
校
内
清
掃
に
重
点
を
置
き
多
く
の
生
徒
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

神
田
祭
で
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
町
会
の
人

に
混
ざ
っ
て
神
輿
を
担
い
だ
り
、
神
田
川
の

ス
ケ
ッ
チ
を
し
な
が
ら
地
域
を
調
べ
た
り
し

て
地
域
の
人
た
ち
と
接
し
ま
す
。
こ
の
温
か

い
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。

5
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一

＇ 
夏休みの思い出

,
 

千代田と岡山がともに創る
ブロードバンドスクール

今年はじめての波、気持ちいい!!
保田臨海学園 お茶の水）」＼

ビッグバン ド部夏季練習 和泉／」＼

鳥帽子岳登山
2年生軽井沢高原学校 今）1|中

・ヽ”一―’
ょ

• --...... 
やった！スイカ割り、命中だ！

保田臨海学園 番町／J¥

8
月
2
1
日
、

北
海
道
江
別
市
で
行
わ

れ
た
全
国
中
学
校
水
泳
大
会

2
0
0
メ

ー
ト

ル
平
泳
ぎ
で
、

一
橋
中
学
校

3
年

の
遠
藤
千
賀
英
さ
ん
が
、
見
事
優
勝
し

ま
し
た

タ
イ
ム
は

2
分

2
3
秒

0
1
で
し
た
。

な
お
、
遠
藤
さ
ん
は
予
選
で
決
勝
よ
り

も
1
秒
近
く
早
い

2
分

2
2
秒

0

4
を

マ
ー
ク
し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
で
す
。

ま
た
、
遠
藤
さ
ん
は
、
静
岡
国
体
に

東
京
都
代
表
選
手
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

こ
。

t
 

ユ ｀ ．

「バシャ、バシャ、楽しいね I」
夏季プー）レ教室

． ＼
 し•’· t. 

みんなで楽しく夏の思い出を 1

保田臨海学園

石川区長に優勝の報告をする遠藤さん

番町幼

麹町）」＼

第
43
回
全
国
中
学
校

水
泳
競
技
大
会
男
子

2
0
0
メ
ー
ト
ル

平
泳
ぎ
で
優
勝
＇

・

一
橋
中
3
年
還
藤
千
賀
莫
さ
ん

～岡山市の小学生が昌平小学校を訪問し、 交流学習を行いました～

8月20日から22日まで、岡山市の小学生の代表が昌平小学校を訪問し、ホームステイをしながら両校

児童が共同で現地学習や共同発表会を行い、交流学習を行いました。

7ロードハンドスクーILサマーキャン72003
~ 400 :i`祈j1)江戸 ,1.¥-代 、ヽ タイムスリ ノフ～

開校式にて

千代田区では、本年 2月から全小中学校に無線LANと高速大容量の回線を整備したブロー ドバンドスクール化を行い

ました。各教室でノートパソコンを使い、児童生徒が必要な情報を収集したり、プレゼンテーション画面を作成したり

と、様々な学習に活用しています。

こうした新たな環境のもと、千代田区立昌平小学校では、同じブロー ドバンドの環境にある岡山市立西小学校、芳明

小学校との間で、大容量高速回線を使った交流学習を始めました。

くこの交流の特徴〉

0教員同士のTV会議システムを活用した事前打ち合わせ

両校の特徴である大容量回線を生かし、 丁V会議システムで打ち合わ

せを行いました。

0子とも同士の顔が見える交流・共同学習

データの送り合いだけではなく、 TV会議システムを最大限に活用し、

テータをもとにリアルタイムで説明を行うなど、ブロー ドバンドの特

性を活かした交流学習に取り組んできました。

0 「江戸」をテーマにした共同学習

今年は江戸開府400年にあたることから、交流のテーマを 「江戸」

とし、共通のテーマのもと、お互いに調べ学習を展開しています。

0ホームステイ

交流をさらに発展させていくために、8月20日から2泊3日で、岡山

市立西小学校・芳明小学校2校の代表14名が昌平小学校を訪問しまし

た。両校の児童は、 千代田区内の「江戸」 を一緒に歩き、交流学習の

成果をさらに深めました。また、 2日目には、岡山の児童が昌平小学校

児童の家庭にホームステイしました。

0交流の成果を千代田アートフェスティバルで発表

8月21日には、飯田橋で開催された 「ちよだシティアート2003」

で、 3校のこれまでの交流と束京での協同学習の成果をコンピュータを

使ったフレゼンテーションで、多くの人々に伝えま した。

湯島聖堂での調べ学習

9工

今 ． ＾ 冨 9•一= •一
発表会の様子
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こ
の
と
こ
ろ
、
青
少
年
に
か
か
わ

る
事
件
が
相
次
ぎ
、
と
り
わ
け
事
件

に
関
係
す
る
子
ど
も
た
ち
の
低
年
齢

化
が
際
立
っ

て
お
り
心
が
痛
み
ま
す
。

事
件
の
背
景
に
は
様
々
な
要
因
が
あ

り
、
青
少
年
の
心
身
の
発
達
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

で
あ
る
と
か
、
社
会
生
活
を
進
め
る
た
め
に
必

要
な
マ
ナ
ー
が
低
下
し
て
い
る
と
い

っ
た
指
摘

が
さ
れ
、
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
が
重
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
教
育
や
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

様
々
な
直
接
的
・

具
体
的
な
体
験
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
に
、

生
活
し
て
い
く
上
で
必
要
な
約

束
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
か
せ
た
り
、

周
囲
の
人
々
に
対
し
て
優
し
い
気
持
ち
ゃ
思
い

や
る
心
を
は
ぐ
く
ん
だ
り
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
個
性
尊
重
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
今
日
、
や
や
も
す
る
と
自
主
的、

主
体
的

な
行
動
と
自
己
中
心
的
な
行
動
と
を
同

一
視
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
区
別
さ
せ
る

の
は
、
私
た
ち
大
人
の
役
目
で
あ
り
、
私
た
ち

大
人
が
生
活
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
生
涯
に
わ
た

っ
て

「
よ
り
よ
く
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
、
心
豊
か

に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
子
ど
も
の

側
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
の
世
界
を
理

解
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

’ 

私
は
、

二
十

一
世
紀
を
担

っ
て
い
く
子
ど
も

た
ち
に

『バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
心
』
を
も

っ
て
ほ

し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

今
日
の
よ
う
に
国
際
化
が
進
展
し
て
く
る
と
、

日
本
人
が
海
外
で
生
活
し
た
り
、
外
国
人
の
子

ど
も
が
日
本
の
学
校
や
幼
稚
園
の
教
育
を
受
け

た
り
、
海
外
か
ら
帰
国
し
た
子
ど
も
た
ち
も
多

く
な

っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
最
近

の
子
ど
も
た
ち
は
、

髪
の
毛
や
肌
、
目
の
色
の

違
い
、
異
な

っ
た
言
語
や
生
活
様
式
は
容
易
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
で
き
る
・
で
き
な
い
、
早
い
・

遅
い
、
大
き
い

・
小
さ
い
、
障
害
が
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
に
対
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

や
な
い
と
し
え

千
代
田
区
立
幼
稚
園
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

違
い
は
違
い
と
し
て
受
け
止
め
な
が
ら
、
違

い
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
友
達
と
し
て
、
仲

間
と
し
て
と
も
に
育
っ
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
幼
稚
園
教
育

や
学
校
教
育
に
お
い
て
、
友
達
の
個
性
や
違
い

を
受
容
し
認
め
合
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
心
を
育

て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
私
と
同
郷
の
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
生

誕
百
年
の
年
に
な
り
ま
す
。
「私
と
小
鳥
と
鈴
と
」

に
は
い
つ
も
心
を
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

私
が
両
手
を
広
げ
て
も
、

お
空
は
ち

っ
と
も
飛
べ
な
い
が
、

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に
、

地
面
を
早
く
走
れ
な
い
。

私
が
体
を
ゆ
す

っ
て
も

き
れ
い
な
音
は
出
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
鈴
は
私
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
な
唄
は
知
ら
な
い
よ
。

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、

み
ん
な
ち
が

っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

（
金
子
み
す
ゞ

）

今
年
の
夏
休
み
は
、
偏
西
風
の
蛇
行
の
影

響
で
、
日
本
で
は
記
録
的
な
冷
夏
と
な
り
ま

し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ご

家
族
や
、
友
だ
ち
同
士
の
交
流
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
有
意
義
な
夏
休
み
を
送
り
、
ま
た
ひ

と
ま
わ
り
大
き
く
成
長
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

保
田
で
中
学
校
の
臨
海
学
園
を
取
材
し
ま

し
た
が
、
約

2
k
m
も
の
遠
泳
を

1
年
生
が

一

生
懸
命
泳
い
で
い
る
様
子
を
見
て
、
こ
れ
は

こ
の
子
た
ち
に
と

っ
て
、
き

っ
と
す
ば
ら
し

い
経
験
に
な
る
だ
ろ
う
な
と
思

っ
て
い
ま
し

こ
。

t
 さ

て
、

今
号
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
中

等
教
育
学
校
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
親
に
は
、
極
め
て
関
心
の

高
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
「
か
け
は
し
」
で

は、

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
い
記
事
の
掲
載
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見

・
ご

感
想

・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
六
十
一
号

平
成
十
五
年
九
月
二
十
五
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

需
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千
代
田
区
九
段
南
1
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,
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